
鶏における Escherichia albertii の分離状況 

 
食肉衛生検査所 ○菊池朋恵、福澤拓喜、     

松岡孝尚、大畑克彦、早川敦子 

 

 

【はじめに】 

Escherichia albertii（以下、E.albertii）は平成15年に新種として発表された

菌種であり、ヒトと鳥の感染症として登録された 1,2)。E.albertiiに汚染された食

品を摂食することで食中毒を引き起こす可能性があり 3,4)、県内でも平成28年に本

菌を原因とした食中毒が発生している。しかし、本菌の媒介食品についての報告は

少なく、不明な点が多い。 

そこで今回、鶏におけるE.albertiiの分離状況を調べることで、本菌解明の一助

とすることを目的とした。 

 

【材料】 表１ 検体の内訳 
 平成 28 年 10 月から 12 月に静岡県内（静岡市

及び浜松市を除く）の食鳥処理場に搬入された鶏

の盲腸便を 34 農場 100 検体供試した。内訳は表

１のとおり。 

 農場数 検体数 

採卵鶏 17 50 

肉用鶏 17 50 

合計 34 100 
 

【方法】 

 鶏の腸内容物をニュートリエントブイヨン（関東化学）で増菌後、増菌液から

得られた沈渣を DNA 抽出し、PCR 法による E.albertii 特異的遺伝子の検出を行っ

た。 

増菌と同時に鶏の腸内容物を DHL 寒天培地（日水製薬）に直接塗抹し、乳糖非

分解のコロニーを釣菌した。その後、PCR 法による E.albertii特異的遺伝子を検

出したものを本菌とした。なお、E.albertii 特異的遺伝子の検出には

EA0134-283F(5’-TTGCGTACTAACGCAGGATG)と EA0134-446R(5’-TGTGACTGTTGGGCTA 

TTGG)のプライマーを用いた 5)。 

 

【結果】 

 採卵鶏50検体のうち２検体からE. albertii特異的遺伝子が検出され（図１）、

その２検体は同一の農場由来であった。一方、肉用鶏は全ての検体から特異的遺

伝子が検出されなかった（表２）。 

 

表２ E.albertii の検出状況 

E. albertii 特異的遺伝子
 検体数 菌分離検体数 

陽性検体数 

採卵鶏 50（17） ２（１） ０（０） 

肉用鶏 50（17） ０（０） ０（０） 

合計 100（34） ０（０） ０（０） 

     ※ ( )内は農場数 
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図１ PCR 法による E. albertii 特異的遺伝子の検出 

 

【考察】 

   今回、全ての検体から E.albertii は分離できなかったが、採卵鶏 50 検体のう

ち２検体から E.albertii 特異的遺伝子が検出された。菌分離できなかった原因

として大腸菌等の他の菌に埋もれてしまったことが考えられ、本菌の分離方法に

は検討が必要であると考えられた。Aoshima らは福岡市内で流通していた鳥刺し

114 検体のうち１検体（0.88％）から E.albertii が分離され、その検体はレバー

であったと報告している 4)。食鳥処理工程において食鳥肉は腸内容物の汚染を受

ける可能性があるため 6)、鶏における E.albertii の保菌率について調査するこ

とは重要であると考えられた。今後は検体数を増やし、検査未実施の農場や食鳥

処理施設内の環境についても調査したいと考える。また、E.albertii は鳥にも感

染症を引き起こすことから 2)、大腸菌症等の内臓所見を示した鶏についても調査

を行い、本菌の汚染実態を解明したいと考える。 
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